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1   ユーカリ通信

借景祭壇

式場内風景／講義録『清澄庭園の魅力をさぐる』（右）

「
偲
ぶ
会
」

「
偲
ぶ
会
」

特
集
特
集

偲
ぶ
会
は
７
月
29
日
清
澄
庭
園

大
正
記
念
会
で
、
猛
暑
の
中
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
列
者
約
2
5
0
名
。

講
義
録『
清
澄
庭
園
の
魅
力
を

さ
ぐ
る
』を
著
し
た
故
人
が
長
年

に
わ
た
り
、文
化
財
庭
園
の
修
復
、

整
備
、
技
術
者
の
育
成
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
故
人
が
熱
愛
し
た「
清

澄
庭
園
の
大
正
記
念
会
」で
の
開

催
は
絶
対
条
件
。
た
だ
し
、会
場
の

定
員
は
1
5
0
名
。
実
行
委
員
会

は
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。
故
人
を

偲
び
た
い
方
を
お
断
り
す
る
の
は

忍
び
な
い
。
そ
こ
で
、建
物
の
特
性

を
生
か
し
て
、「
庭
園
の
富
士
山
を

借
景
に
し
た
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
祭
壇
」

を
考
案
、
故
人
の
名
に
因
み「
竹
」

を
飾
り
ま
し
た
。
室
内
で
は
、

1
5
0
名
が
入
場
し
、
庭
園
か
ら

は
1
0
0
名
以
上
が
献
花
を
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
灼
熱
の
真

夏
日
。
室
内
は
完
全
冷
房
、外
の
庭

園
に
は
テ
ン
ト
を
張
り
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
設
置
し
、
参
加
者
の

涼
を
確
保
し
、
偲
ぶ
会
は
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

偲
ぶ
会
は
9
月
14
日
國
學
院
大

學 

院
友
会
館
三
階
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
列
者
は
60
名
。

故
人
が
生
前
に
望
ん
で
い
た「
母

校 

國
學
院
大
学
」で
の
偲
ぶ
会
を

愛
弟
子
た
ち
が
実
現
し
ま
し
た
。

故
人
の
父
・
桑
田
忠
親
氏（
國
學

院
大
學
名
誉
教
授
、
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
で
活
躍
）の

願
い
で
院
友
会
館
内
に
茶
室「
芳

梅
庵
」が
1
9
8
7
年
に
完
成
。
そ

の
翌
年
、
表
千
家
茶
の
湯
同
好
会

「
芳
梅
会
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
無

心
に
点
て
る
一
服
の
茶
を
介
し
て
、

主
客
相
和
し「
一
期
一
会
」の
ひ
と

と
き
を
楽
し
む
茶
席
の
完
成
で
す
。

偲
ぶ
会
は
愛
弟
子
た
ち
の
師
匠

へ
の
敬
意
と
感
謝
の
想
い
で
溢
れ
、

式
場
に
は
故
人
が
愛
し
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の『
田
園
』が
流
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
広
間（
ぼ
た
ん

の
間
）で
呈
茶
と
加
賀
の
お
菓
子

「
巻
絹
」と
と
も
に
頂
き
、ゆ
か
り
の

品
が
展
示
さ
れ
た「
茶
室
・
芳
梅
庵
」

を
回
遊
し
、式
場
に
入
場
。
祭
壇
に

は
、お
茶
会
で
の
写
真
と
故
人
が
お

好
き
だ
っ
た
撫
子
が
飾
ら
れ
、在
り

し
日
の
思
索
に
耽
る
哲
学
者
を
思

わ
せ
る
立
ち
姿
が
際
立
っ
て
い
ま

し
た
。
献
花
の
後
、略
歴
紹
介
、来

賓
弔
辞
・
親
族
挨
拶
と
進
行
し
、和

敬
静
寂
の
内
に
散
会
し
ま
し
た
。

「
偲
ぶ
会
」は
葬
儀
や
告
別
式
を
終
え
て
か
ら
、宗
教
色
を
出
さ

ず
、友
人
、知
人
、会
社
・
団
体
関
係
者
が
主
催
し
ま
す
。自
由
な
雰

囲
気
で
故
人
を
偲
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、飲
食
を
用
意
し
て
、写
真

や
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
せ
い
わ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

そ
の
方
に
相
応
し
い「
偲
ぶ
会
」の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
前
相
談
、
緊
急
の
時
も

　
0
1
2
0
・
8
0
2
・
1
0
9

に
ど
う
ぞ
。

「
龍
居
竹
之
介
先
生
を
偲
ぶ
会
」 

主
催
／
一
般
社
団
法
人 

日
本
庭
園
協
会

　
　
　
「
龍
居
竹
之
介
先
生
を
偲
ぶ
会
」

　
　
　

実
行
委
員
会

施
行
／
せ
い
わ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス（
株
）

「
新
井
さ
き
ほ
先
生
を
偲
ぶ
会
」

主
催
／
表
千
家  

芳
梅
会

　
　
　

國
學
院
大
學

　
　
　

表
千
家
茶
の
湯
同
好
会

施
行
／
せ
い
わ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス（
株
）

追
悼
茶
席

借
景
祭
壇

表千家
芳梅会のみなさま

ぼたんの間での呈茶

一
般
社
団
法
人 

日
本
庭
園
協
会 

名
誉
会
長 

龍
居 

竹
之
介（
享
年
九
十
三
）

國
學
院
大
學
院
友
会 

元
理
事 

表
千
家
教
授 

新
井 

宗
穂（
享
年
九
十
四
）



健康
レシピ

さんぽ道

中
島
美
月

株
式
会
社
シ
ー
ラ
イ
ン
東
京
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船
上
か
ら
東
京
湾
の

移
り
行
く
景
色
を
眺
め
る

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ク
ル
ー
ズ
予
約
セ
ン
タ
ー

0
3・3
7
9
8・8
1
0
1（
10
：
00
〜
17
：
30
）

市
販
の
カ
レ
ー
ル
ー
で
は
な
く
カ

レ
ー
粉
を
使
う
こ
と
で
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
で
カ
レ
ー
を
楽
し
め
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ハ
チ
ミ
ツ
・
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
で
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

■
材 

料
（
2
食
分
）

■
作
り
方

①
挽
肉
以
外
の
野
菜
を
み
じ
ん
切
り

に
す
る
。（
野
菜
の
細
か
さ
は
お

好
み
で
す
。
粗
め
は
食
感
が
、
細

か
め
は
コ
ク
が
楽
し
め
ま
す
）

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を

ひ
き
、
ニ
ン
ニ
ク
を
炒
め
る
。
ニ
ン

ニ
ク
の
香
り
が
出
て
き
た
ら
挽
肉

を
入
れ
塩
コ
シ
ョ
ウ
を
加
え
て
色

が
変
わ
る
ま
で
炒
め
る
。

③
挽
肉
の
色
が
変
わ
っ
て
き
た
ら
野

菜
を
入
れ
て
炒
め
る
。
こ
こ
で
ハ

チ
ミ
ツ
・
コ
ン
ソ
メ
は
砕
い
て
入
れ

混
ぜ
合
わ
せ
る
。（
ハ
チ
ミ
ツ
・
コ

ン
ソ
メ
・
塩
コ
シ
ョ
ウ
は
お
好
み
で

調
節
し
て
く
だ
さ
い
。
ワ
イ
ン
や

味
醂
で
ま
と
め
る
の
も
オ
ス
ス
メ

で
す
）

④
最
後
に
カ
レ
ー
粉
を
入
れ
混
ぜ
合

わ
せ
て
完
成
。（
カ
レ
ー
粉
も
好

み
で
調
節
し
て
く
だ
さ
い
）粉
チ
ー

ズ
を
か
け
て
も
美
味
し
い
で
す
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ク

ル
ー
ズ
は
ラ
ン
チ
ク

ル
ー
ズ
か
ら
デ
ィ
ナ

ー
ク
ル
ー
ズ
ま
で
1
日

4
便
、
日
の
出
桟
橋
か
ら
出
航
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
す
。

フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
、
バ
イ

キ
ン
グ
、
寿
司
懐
石
な
ど
様
々
な
プ

ラ
ン
が
あ
り
、50
分
間
の
シ
ョ
ー
ト

ク
ル
ー
ズ
か
ら
2
時
間
半
の
デ
ィ
ナ

ー
ク
ル
ー
ズ
ま
で
幅
広
い
シ
ー
ン
で

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
食
事
中
に
は
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
や
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
の
東

京
の
名
所
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

冬
季
に
オ
ス
ス
メ
な
の
は
、サ

ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
。
16
時
20
分

出
航
の
2
時
間
ク
ル
ー
ズ
で
は
、

オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る
空
か
ら
夜

景
に
移
り
変
わ
る
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ

ー
が
特
別
な
ひ
と
と
き
を
演
出
し

て
く
れ
ま
す
。

ご
家
族
、ご
友
人
、大
切
な
方
と

非
日
常
の
空
間
で
優
雅
な
時
間
を

過
ご
す
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ク
ル
ー
一
同
、
皆
様
の
ご
乗
船

心
よ
り
お
待
ち
し
て
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

血
行
か
ら
毎
日
を
元
気
に
す
る

渋
谷
ヒ
カ
リ
エ 

S
h
i
n
Q
s

4
階〈
R
e
D
〉

0
3
・
6
4
2
7
・
5
7
8
2

今
年
7
月
、渋
谷

ヒ
カ
リ
エ 

S
h
i
n
Q
s
に
、

R
e
F
a（
リ
ファ
）や
S
I
X
P
A
D

（
シ
ッ
ク
ス
パ
ッ
ド
）を
手
掛
け
る
株

式
会
社
M
T
G
の
新
ブ
ラ
ン
ド

「
R
e
D（
レ
ッ
ド
）」
の
1
号
店
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。〝
血
行
か
ら
毎

日
を
元
気
に
す
る
〞を
テ
ー
マ
に
し
た

2
4
時
間
リ
カ
バ
リ
ー
ウ
ェア
を
展
開

し
て
い
ま
す
。8
つ
の
天
然
鉱
石
を
練

り
込
ん
だ
独
自
の
繊
維
素
材「
V
I-

T
A
L
T
E
C
H
®」を
採
用
し
、身

体
が
放
出
す
る
遠
赤
外
線
を
吸
収
、

肌
へ
放
出
す
る
こ
と
で
血
行
促
進
や

疲
労
回
復
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

お
す
す
め
は「
イ
ン
ナ
ー
」（
税
込

3
9
6
0
円
か
ら
）。伸
縮
性
に
優
れ

た
薄
手
の
生
地
で
、快
適
な
着
心
地

を
実
現
し
ま
す
。普
段
の
服
の
下
に

着
る
だ
け
で
、仕
事
や
家
事
の
合
間
、

睡
眠
中
も
体
を
や
さ
し
く
包
み
込

み
、疲
労
回
復
を
助
け
ま
す
。

S
h
i
n
Q
s
店
で
は
試
着
※
が

可
能
で
、顕
微
鏡
で
血
流
の
状
態
を

　
　

宮
内
由
美
子

東
急
百
貨
店 

広
報

　
　

田
中
亜
有
未

東
風 Co-chi 

店
長

東
風 C

o-chi 

店
長

観
察
で
き
る「
血
行
チ
ェッ
ク
」サ
ー
ビ

ス
も
体
験
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
R
e
D

の
リ
カ
バ
リ
ー
ウ
ェ
ア
で〝
着
る
だ
け

で
特
別
な
ケ
ア
タ
イ
ム
を
〞お
試
し

く
だ
さ
い
。※
一部
商
品
を
除
く

〈
R
e
D
〉の
24
時
間
リ
カ
バ
リ
ー
ウ
ェ
ア

w
w

w.sym
phony-cruise.co.jp

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の

　 

「
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
」

　

◯◯◯◯◯◯◯

0
9
0
・
4
5
2
0
・
2
6
7
2

cochi.shibuya@
gm

ail.com

＊
合
挽
肉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
0
0
g

＊
ニ
ン
ジ
ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
½
本

＊
ジ
ャ
ガ
イ
モ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中
１
個

＊
ピ
ー
マ
ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
個

＊
玉
ね
ぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
¼
個

＊
レ
ン
コ
ン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20
g

＊
ニ
ン
ニ
ク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・お
好
み

＊
カ
レ
ー
粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大
さ
じ
１

＊
ハ
チ
ミ
ツ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
適
量

＊
コ
ン
ソ
メ・・・・・・・・・・・・・・・・キ
ュ
ー
ブ
１
個

＊
塩
コ
シ
ョ
ウ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
適
量

《
調
味
料
》

＊
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル・・・・・・・・・・・・・・・２
回
し



Culture Box
カルチャーボックス

便り

世
界
的
指
揮
者
ソ
ヒ
エ
フ
が
贈
る
魅
惑
の
映
画
音
楽

3   ユーカリ通信

B
u
n
k
a
m
u
r
a
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

0
3
・3
4
7
7
・
9
9
9
9

w
w

w
.bunkam

ura.co.jp 

市
販
の
カ
レ
ー
ル
ー
で
は
な
く
カ

レ
ー
粉
を
使
う
こ
と
で
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
で
カ
レ
ー
を
楽
し
め
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ハ
チ
ミ
ツ
・
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
で
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

■
材 

料
（
2
食
分
）

■
作
り
方

①
挽
肉
以
外
の
野
菜
を
み
じ
ん
切
り

に
す
る
。（
野
菜
の
細
か
さ
は
お

好
み
で
す
。
粗
め
は
食
感
が
、
細

か
め
は
コ
ク
が
楽
し
め
ま
す
）

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を

ひ
き
、
ニ
ン
ニ
ク
を
炒
め
る
。
ニ
ン

ニ
ク
の
香
り
が
出
て
き
た
ら
挽
肉

を
入
れ
塩
コ
シ
ョ
ウ
を
加
え
て
色

が
変
わ
る
ま
で
炒
め
る
。

③
挽
肉
の
色
が
変
わ
っ
て
き
た
ら
野

菜
を
入
れ
て
炒
め
る
。
こ
こ
で
ハ

チ
ミ
ツ
・
コ
ン
ソ
メ
は
砕
い
て
入
れ

混
ぜ
合
わ
せ
る
。（
ハ
チ
ミ
ツ
・
コ

ン
ソ
メ
・
塩
コ
シ
ョ
ウ
は
お
好
み
で

調
節
し
て
く
だ
さ
い
。
ワ
イ
ン
や

味
醂
で
ま
と
め
る
の
も
オ
ス
ス
メ

で
す
）

④
最
後
に
カ
レ
ー
粉
を
入
れ
混
ぜ
合

わ
せ
て
完
成
。（
カ
レ
ー
粉
も
好

み
で
調
節
し
て
く
だ
さ
い
）粉
チ
ー

ズ
を
か
け
て
も
美
味
し
い
で
す
。

2
0
2
6
年
の
新
春
を
飾

る
第
1
3
5
回
N
響
オ
ー

チ
ャ
ー
ド
定
期
に
世
界
的
指

揮
者
、ト
ゥ
ガ
ン・ソ
ヒ
エ
フ
が

登
場
し
ま
す
。ウ
ィ
ー
ン・フ
ィ

ル
、ベ
ル
リ
ン・フ
ィ
ル
を
始
め
、

世
界
中
の一
流
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

か
ら
引
く
手
あ
ま
た
の
天
才

指
揮
者
。度
重
な
る
共
演
で

N
響
と
も
蜜
月
関
係
に
あ
る

マ
エ
ス
ト
ロ
が
今
回
聴
か
せ
て

く
れ
る
の
は
名
作
映
画
の
中

で
流
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
で
す
。

「
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」で一
躍
多
く

の
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェン
：
交
響
曲
第
7
番
や「
地

獄
の
黙
示
録
」の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら

の
爆
撃
シ
ー
ン
で
印
象
的
に
使
用
さ

れ
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
：
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の

騎
行
、な
ど
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

名
曲
の
数
々
を
ソ
ヒ
エ
フ
／
N
響
の
コ

ン
ビ
で
聴
け
る
贅
沢
な
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。新
春
の
雰
囲
気
に
ぴ
っ
た
り
の

「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」（
2
0
0
1

年
宇
宙
の
旅
）も
楽
し
み
で
す
。

2
0
2
6
年
の
幕
開
け
に
相
応
し
い

豪
華
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
映
画
音

楽
を
ど
う
ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

女
優
が
仕
事
を
し
な
が
ら
、

実
母
の
介
護
に
挑
ん
だ
全
記
録

で
す
。

父
の
突
然
の
死
が
原

因
で
母
の
闘
病
の
日
々

が
始
ま
っ
た
。
20
年
に

及
ぶ
介
護
の
す
え
、
寝

た
き
り
の
要
介
護
5
と

な
り
、病
院
か
ら
の「
胃

ろ
う
」に
よ
る
延
命
治

療
を
す
す
め
ら
れ
た
。

病
院
や
医
師
に
対
す
る
不
信
感
か

ら
、「
私
の
こ
の
手
で
死
な
せ
て
や
ろ

う
」と
自
宅
介
護
を
決
断
し
た
。

生
家
が
松
阪
牛
専
門
の
洋
食
店
。

母
の
好
き
だ
っ
た
父
の
手
作
り
の

肉
料
理
を「
最
後
の
晩
餐
」の
つ
も

り
で
作
っ
た
。
最
高
級
の
肉
、バ

タ
ー
、
卵
に
チ
ー
ズ
、
き
の
こ
や
野
菜

な
ど
を
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
父
の
味

を
母
の
口
に
運
ぶ
日
々
が
続
い
た
。

思
い
出
の
味
の
ス
ー
プ
が
、
母
を
自

力
で
ベッ
ト
に
座
れ
る
ま
で
に
回
復

さ
せ
た
。

独
自
に
医
学
情
報
を
集
め
、

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」の
よ
う
に
知
識
を

紡
い
だ
第
3
章
の「
母
の
た
め
の
食

事
憲
法
」「
母
の
た
め
の
レ
シ
ピ
」は

自
宅
介
護
者
に
は
役
立
ち
ま
す
。

トゥガン・ソヒエフ
©Marco Borggreve

認
知
症
の
母
を
救
っ
た「
奇
跡
の
レ
シ
ピ
」

発
行 

電
波
社 

1
0
0
0
円 

N
響
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
定
期
2
0
2
5
／
2
0
2
6

東
横
シ
リ
ー
ズ 

渋
谷
　
横
浜
／〈
魅
惑
の
映
画
音
楽
〉第
135
回

〈
日
程
〉２
０
２
6
年
１
月
11
日（
日
） 15
時
30
分
開
演

〈
会
場
〉横
浜
み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル・
大
ホ
ー
ル

〈
出
演
〉指
揮
：
ト
ゥ
ガ
ン・ソ
ヒ
エ
フ

〈
曲
目
〉▼
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：
交
響
曲 

第
7

番 

イ
長
調 

作
品
92 『
英
国
王
の
ス
ピ
ー

チ
』『
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ 

最
終
楽
章
』

（
2
0
1
0
年
）▼
ロ
ッ
シ
ー
ニ
：
歌
劇『
ど

ろ
ぼ
う
か
さ
さ
ぎ
』序
曲 

『
時
計
じ
か
け
の

オ
レ
ン
ジ
』（
1
9
7
1
年
）▼
バ
ー
バ
ー
：

弦
楽
の
た
め
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ 

『
プ
ラ
ト
ー
ン
』

（
1
9
8
6
年
）▼
ワ
ー
グ
ナ
ー
：
楽
劇『
ワ

ル
キ
ュ
ー
レ
』よ
り「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
騎
行
」

『
地
獄
の
黙
示
録
』（
1
9
7
9
年
）▼
J
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
：
ワ
ル
ツ「
美
し
く
青
き
ド

ナ
ウ
」作
品
3
1
4
『
2
0
0
1
年
宇
宙

の
旅
』（
1
9
6
8
年
）

〈
料
金
〉S
席
9
8
0
0
円
、A
席
8
4
0
0
円

　

B
席
6
7
0
0
円
、C
席
4
6
0
0
円

（
全
席
指
定・税
込・未
就
学
児
入
場
不
可
）

⇔

ユ
ー
カ
リ
通
信 

編
集
室

百
八
十
回
目
の「
最
後
の
晩
餐
」

百
八
十
回
目
の「
最
後
の
晩
餐
」

現
代
短
歌
ノ
ス
ス
メ

現
代
短
歌
ノ
ス
ス
メ

（
明
）

寺
田
有
紀
美 

著  『
認
知
症
の
母
を
救
っ
た「
奇
跡
の
レ
シ
ピ
」』

あ
を
に
よ
し
寧
楽（
な
ら
）の
京
師

（
み
や
こ
）は
咲
く
花
の
薫（
に
ほ
）ふ

が
ご
と
く
今
盛
り
な
り　

 

小
野
老

多
く
の
人
が
中
学
校
や
高
等
学

校
の
国
語
の
時
間
に
習
っ
た
り
出

会
っ
た
り
し
た
有
名
な
短
歌
で
す
。

よ
く
読
ん
で
み
れ
ば
、
一
つ
一
つ

の
言
葉
の
解
釈
や
文
法
の
こ
と
は

別
と
し
て
意
味
は
よ
く
お
分
か
り

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

俳
句
、
川
柳
、
狂
歌
な
ど
も
そ
う

で
す
が
、
こ
う
い
う
短
か
い
形
で

表
現
を
す
る
詩
歌（「
短
詩
形
文
学
」

と
言
い
ま
す
が
）
は
、
実
は
リ
ズ
ム

を
伴
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
、「
七
五
調
」「
五
七
調
」
の
リ
ズ

ム
で
す
。そ
も
そ
も
日
本
語
が
持
っ

て
い
る
こ
の
リ
ズ
ム
感
を
う
ま
く

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
多

く
の
人
の
心
に
響
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
は
奈
良
時
代
の
作

品
な
の
で
、
古
文
に
入
り
ま
す
が
、

短
歌
は
現
代
短
歌
と
し
て
今
で
も

脈
々
と
生
き
続
け
て
俳
句
と
並
ん

で
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
短

歌
は
「
五
七
五
七
七
」
の
音
数
で
作

ら
れ
ま
す
が
一
音
二
音
の「
字
余
り
」

「
字
足
ら
ず
」
は
許
容
範
囲
で
す
。

万
智（
ま
ち
）ち
ゃ
ん
を
先
生
と
呼
ぶ

子
ら
が
い
て
神
奈
川
県
立
橋
本
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

俵
万
智

き
の
う
ま
で
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い

た
大
学
生
が
、
高
等
学
校
の
国
語
教

師
と
し
て
赴
任
し
た
途
端
に「
先
生
」

と
呼
ば
れ
た
と
い
う
、
そ
の
こ
と
へ
の

小
さ
な
驚
き
。
日
常
的
に
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
人
が
出
会
う
心
の
動
き
や

風
景
を
こ
う
し
て
丁
寧
に
拾
い
集
め

て
い
く
と
、
現
代
短
歌
は
楽
し
く
で

き
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

現
代
短
歌
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

こんな本
こんな映画



若き日の早川家集合写真

ユーカリ通信   4

TEL:03-3780-9991 FAX:03-3780-9990
https://www.seiwa-life.co.jp

せいわライフサービス株式会社
〒150-0031東京都渋谷区桜丘町15-8-103

「想い」づくりのお手伝いをいたします。
■家族葬、音楽葬などの自由葬、伝統葬儀（仏教、神道、キリスト
教）、火葬場葬、社葬、ホテルメモリアル、お別れの会など。
■葬儀プラン、遺言作成、相続
　手続など専門スタッフが親身
　にご相談を承ります。
■お祝い花、お弔い花の手配。
■ユーカリの会（入会金・年会
　費なし）入会受付中。

セルリアンタワー
東急ホテル

サ
ク
ラ
ス
テ
ー
ジ

渋谷フクラス

さくら
坂

渋
谷
駅

R246

せいわライフサービス
さ
く
ら
通
り

↑
恵
比
寿

西
口

早川富美子（川崎市宮前区）

四半世紀です四半世紀です
今年、6月に夫を亡くしました。2000年の父の葬儀の

時は当時まだ珍しかった無宗教の音楽葬で行いました
ので今回もそのように致しました。

献曲には生前、男４人
兄弟でよく集まった時に
歌っていた「兄弟船」を、
棺に花を入れる時には実
家が鳶職で冠婚葬祭で必
ず歌っていた「木遣」を、ま
た懐かしい生前の写真の

スライドショーを流す時には「アメージンググレイス」を選
曲しました。夫の親族も喜んでくれてとても良い葬儀が出
来たとホッとしていました。
その後、片付けを始めた時です。20年前に夫が癌の
手術をする際に書いたと思われる手紙が入った封筒が
出てきてそこには、自分の葬儀の希望が書いてありまし
た。音楽葬にして「川の流れのように」か「愛燦燦」か「青
葉城恋唄」を流して欲しいと書かれていました。「えー！兄
弟船に乗せて送ってしまったわ」ともう笑うしかありません
でした。我が家はよく何か行事の後で皆で大笑いする事
が起きます。
そんな我が家は両親からせいわ
ライフサービスさんとは四半世紀の
お付き合いになりました。いつもこ
ちらの希望通りにして下さるスタッフ
の皆様にこの場をお借りして御礼を
申し上げます。特に3回とも優しく
寄り添って下さった担当の方に心より感謝申し上げま
す。以前約束した通り、私の時も宜しくお願いしますね。
この度、息子も会員となりました。

プロの
お仕事

事務局だより

0120-802-109

　

奥
野
修
司 

認
知
症
の
人
の
こ
こ
ろ
を
読
む

認
知
症
の
人
の
こ
こ
ろ
を
読
む

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

「東急ラヴィエール」提携葬儀会社

私
が
い
る
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で

何
が
重
要
か
と
問
わ

れ
た
ら
、相
手
の
話
を
い
か
に
聞
く
か

だ
と
答
え
ま
す
。
聞
き
方
次
第
で
は

固
く
口
を
閉
ざ
し
て
い
た
人
も
饒
舌

に
情
報
を
提

供
し
て
く
れ

る
の
で
す
。

昨
年
、私
は

『
認
知
症
は
病

気
で
は
な
い
』

（
文
春
新
書
）を
出
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
い
う
認
知
症
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
で
す
が
、本
書
は
認
知
症
の

人
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
書

き
ま
し
た
。

要
介
護
５
の
重
度
に
な
る
と
ほ
ぼ

喋
ら
な
く
な
り
ま
す
。
周
り
も
病
気

な
ん
だ
か
ら
と
諦
め
、会
話
も
な
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
承
知
で
重
度
の

人
た
ち
に
話
し
か
け
ま
し
た
。
最
初

は
ど
う
声
を
か
け
た
も
の
か
戸
惑
い

ま
し
た
が
、３
年
も
し
た
頃
、認
知

症
の
人
と
私
の
時
間
軸
が
違
う
こ
と

に
気
づ
い
た
の
で
す
。
例
え
ば
、私
が

１
分
で
語
る
こ
と
も
認
知
症
の
人
に

は
10
分
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。

だ
っ
た
ら
相
手
の
時
間
軸
に
合
わ
せ

れ
ば
い
い
ん
だ
、
質
問
し
て
返
答
が

な
く
て
も
、
相
手
が
喋
っ
て
く
れ
る

ま
で
待
て
ば
い
い
ん
だ
と
。
同
時
に
、

あ
な
た
の
話
は
す
べ
て
聞
き
ま
す
よ
、

と
胸
の
内
で
つ
ぶ
や
き
ま
す
。
す
る

と
、毎
日
、死
ぬ
ほ
ど
辛
い
こ
と
や
、

徘
徊
す
る
理
由
な
ど
も
教
え
て
く
れ

た
の
で
す
。

喋
ら
な
い
か
ら
と
いっ
て
心
が
壊
れ

た
の
で
は
な
い
。
私
た
ち
と
表
情
や

行
動
が
違
う
だ
け
で
病
気
じ
ゃ
な
い

ん
だ
ー
ー
。
そ
う
思
っ
た
の
が
こ
の
本

を
書
く
き
っ
か
け
で
し
た
。
さ
い
わ
い

東
京
大
学
の
松
下
政
明
名
誉
教
授

は
賛
同
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、案
の

定
、医
療
界
は
無
視
で
し
た
。

10月3日 第12回渋谷桜丘クリーンアップに参加

11月11日 第2回渋チュー会議に参加


